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題

名 

シリアルコミュニケーションインタフェース(SCI)の SCSPTR レ

ジスタ使用上の注意事項 
情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

SH7147シリーズ 

対象ロット等 

関連資料 
SH7147 グループハードウェアマニュ

アル Rev.3.00 (RJJ09B0234-0300) 全ロット 

上記適用製品のユーザーズマニュアル ハードウェア編のシリアルコミュニケーションインタフェース(SCI)章において、

SCSPTRレジスタに関する訂正事項があります。 

 

■13.3.8 シリアルポートレジスタ(SCSPTR)の説明を以下の様に訂正致します。 

【訂正前】 

 

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 EIO － － － SPB1IO SPB1DT SPB0IO SPB0DT 

初期値： 0 0 0 0 0 不定 0 不定 

R/W： R/W － － － R/W R/W R/W R/W 

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 EIO 0 R/W エラー割り込みオンリー 

EIO ビットが 1 のとき、RIEビットが 1 にセットされていても、CPU

へ RXI 割り込みを要求しません。このビットは RXI 割り込みの許可／

禁止を設定します。 

0：RIEビットが RXIと ERI割り込みを許可／禁止する 

RIEビットが 1のとき、RXIと ERI割り込みが INTCへ送られる 

1：RIEビットが 1のとき、ERI割り込みだけが INTCへ送られる 

6～4 － すべて 0 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

3 SPB1IO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力 

シリアルポートの SCK端子の入出力を指定します。実際に SCK端子を

ポート出力端子として SPB1DTビットで設定した値を出力する場合は、

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1、CKE0ビットを 0に設定し

てください。 

0：SCK端子に SPB1DTビットの値を出力しない 

1：SCK端子に SPB1DTビットの値を出力する 

2 SPB1DT 不定 R/W シリアルポートクロックポートデータ 

シリアルポートの SCK 端子の出力データを指定します。出力有効であ

るかは SPB1IOビットで指定します（詳細は SPB1IOビットの説明を参

照）。出力の場合、SPB1DTビットの値が SCK端子に出力されます。 

0：出力データがローレベル 

1：出力データがハイレベル 

1 SPB0IO 0 R/W シリアルポートブレーク出力 

SPB0DTビット、SCSCRの TEビットとあわせて、TXD端子を制御し

ます。 
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0 SPB0DT 不定 R/W シリアルポートブレークデータ 

SPB0IO ビット、SCSCR の TE ビットとあわせて、TXD 端子を制御し

ます。 

ただし、ピンファンクションコントローラ（PFC）で TXD 端子機能を

選択しておく必要があります。 

 

SCSCR の 

TE ビット 

設定値 

SPB0IO 

ビット 

設定値 

SPB0DT 

ビット 

設定値 

TXD 端子状態 

0 0 * 
SPB0DT 出力無効状態

（初期状態） 

0 1 0 ローレベル出力 

0 1 1 ハイレベル出力 

1 * * 
シリアルコア論理に従っ

て送信データ出力 

 

【注】* Don’t care 
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【訂正後】 

 

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 EIO － － － SPB1IO SPB1DT － SPB0DT 

初期値： 0 0 0 0 0 不定 0 1 

R/W： R/W － － － R/W W － W 

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 EIO 0 R/W エラー割り込みオンリー 

EIO ビットが 1 のとき、RIEビットが 1 にセットされていても、CPU

へ RXI 割り込みを要求しません。このビットは RXI 割り込みの許可／

禁止を設定します。 

0：RIEビットが RXIと ERI割り込みを許可／禁止する 

RIEビットが 1のとき、RXIと ERI割り込みが INTCへ送られる 

1：RIEビットが 1のとき、ERI割り込みだけが INTCへ送られる 

6～4 － すべて 0 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

3 SPB1IO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力 

シリアルポートの SCK端子の入出力を指定します。実際に SCK端子を

ポート出力端子として SPB1DTビットで設定した値を出力する場合は、

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1、CKE0ビットを 0に設定し

てください。 

0：SCK端子に SPB1DTビットの値を出力しない 

1：SCK端子に SPB1DTビットの値を出力する 

2 SPB1DT 不定 W シリアルポートクロックポートデータ 

シリアルポートの SCK 端子の出力データを指定します。出力有効であ

るかは SPB1IOビットで指定します（詳細は SPB1IOビットの説明を参

照）。出力の場合、SPB1DTビットの値が SCK端子に出力されます。 

0：出力データがローレベル 

1：出力データがハイレベル 

また、本ビットは書き込み専用ビットです。読み出すと不定値が読み出

されます。 

1 － 0 － リザーブビット 

0 SPB0DT 1 W シリアルポートブレークデータ 

SCSCRの TEビットとあわせて、TXD端子を制御します。 

ただし、ピンファンクションコントローラ（PFC）で TXD 端子機能を

選択しておく必要があります。 

また、本ビットは書き込み専用ビットです。読み出すと不定値が読み出

されます。 

 

SCSCR の 

TE ビット 

設定値 

SPB0DT 

ビット 

設定値 

TXD 端子状態 

0 0 ローレベル出力 

0 1 ハイレベル出力 (初期値) 

1 * 送信データ出力 

 

【注】* Don’t care 
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■図 13.4 シリアル送信のフローチャートの例を以下のように訂正致します。 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信開始 

SCSSR の TDRE ビットをリード 

TDRE=1? 

SCTDR に送信データを書き込み、 

SCSSR の TDRE ビットを 0にクリア 

SCSSR の TENDビットを読み出し 

SPB0DT を 0にクリア 

SPB0IO を 1にセット 

SCSSR の TE ビットを 0にクリア 

送信完了 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

(1) SCI の状態を確認して、送信データを書き込み： 

シリアルステータスレジスタ（SCSSR）を読み出して、 

TDRE フラグが 1であることを確認した後、トランスミッ 

トデータレジスタ（SCTDR）に送信データを書き込み、 

TDRE フラグを 0にクリアします。 

 

(2) シリアル送信の継続手順： 

シリアル送信を続けるときには、TDRE フラグの 1を読み 

出して書き込み可能であることを確認した後に SCTDR 

にデータを書き込み、続いて TDRE フラグを 0にクリアし 

てください。ただし、送信データエンプティ割り込み 

（TXI）要求でデータトランスファコントローラ 

（DTC）を起動し SCTDR にデータを書き込む場合には 

TDRE ビットのチェック、およびクリアは自動的に行われ 

ます。 

 

(3) シリアル送信の終了時にブレークを出力： 

シリアル送信時にブレークを出力するときには、SCSPTR 

の SPB0DT ビットを 0にクリアし、SPB0IO ビットを 1に 

セットした後にシリアルコントロールレジスタ 

（SCSCR）の TE ビットを 0にクリアしてください。 

全データ送信? 

TEND=1? 

ブレーク出力? 
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【訂正後】 

 

 

送信開始 

SCSSR の TDRE ビットをリード 

TDRE=1? 

SCTDR に送信データを書き込み、 

SCSSR の TDRE ビットを 0にクリア 

SCSSR の TENDビットを読み出し 

SPB0DT を 0にクリア 

SCSSR の TE ビットを 0にクリア 

送信完了 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

(1) SCI の状態を確認して、送信データを書き込み： 

シリアルステータスレジスタ（SCSSR）を読み出して、 

TDRE フラグが 1であることを確認した後、トランスミッ 

トデータレジスタ（SCTDR）に送信データを書き込み、 

TDRE フラグを 0にクリアします。 

 

(2) シリアル送信の継続手順： 

シリアル送信を続けるときには、TDRE フラグの 1を読み 

出して書き込み可能であることを確認した後に SCTDR 

にデータを書き込み、続いて TDRE フラグを 0にクリアし 

てください。ただし、送信データエンプティ割り込み 

（TXI）要求でデータトランスファコントローラ 

（DTC）を起動し SCTDR にデータを書き込む場合には 

TDRE ビットのチェック、およびクリアは自動的に行われ 

ます。 

 

(3) シリアル送信の終了時にブレークを出力： 

シリアル送信時にブレークを出力するときには、SCSPTR 

の SPB0DT ビットを 0にクリアした後にシリアルコント 

ロールレジスタ（SCSCR）の TE ビットを 0にクリア 

してください。 

全データ送信? 

TEND=1? 

ブレーク出力? 
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■図 13.20 SPBIOビット、SPBDTビットと TXD端子との関係を以下のように訂正致します。 

【訂正前】 

 

図 13.20 SPBIOビット、SPBDTビットと TXD端子との関係 

【訂正後】 

 

図 13.20 SPB0DT ビットと TXD端子との関係 

 

R 

C 

Q D 

SPBDT 

SPTRW 

リセット 

ビット 0 

R 

C 

Q D 

SPBIO 

SPTRW 

リセット 

ビット 1 

【記号説明】 

SPTRW  :  SCSPTR ライト 

TXD 

送信イネーブル信号 

シリアル送信データ 

内部データバス 

R 

C 

Q D 

SPB0DT 

SPTRW 

リセット 

ビット 0 

【記号説明】 

SPTRW  :  SCSPTR ライト 

TXD 

送信イネーブル信号 

シリアル送信データ 

内部データバス 
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■13.7.4 ブレークの送り出しの説明本文を以下のように訂正致します。 

【訂正前】 

TXD端子は、シリアルポートレジスタ（SCSPTR）の SPB0IO、SPB0DTビットで入出力条件とレベルを決めることが 

できます。これを使ってブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TE ビットを 1 にセット（送信可能）するまでは、TXD 端子として機能しません。 

この間は、マーク状態は SPB0DTビットの値で代替えされます。このため、最初は SPB0IOと SPB0DTビットを 1に設定 

（出力、ハイレベル）しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは SPB0DTビットを 0 にクリア（ローレベル）した後、TEビットを 0 に 

クリア（送信停止）します。TEビットを 0 にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化され、TXD端子 

からは 0が出力されます。 

 

【訂正後】 

TXD端子は、シリアルポートレジスタ（SCSPTR）の SPB0DTビットで出力レベルを決めることができます。これを 

使ってブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TE ビットを 1 にセット（送信可能）するまでは、TXD 端子として機能しません。 

この間は、マーク状態は SPB0DTビットの値で代替えされます。このため、最初は SPB0DTビットを 1に設定 

（ハイレベル）しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは SPB0DTビットを 0 にクリア（ローレベル）した後、TEビットを 0 に 

クリア（送信停止）します。TEビットを 0 にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化され、TXD端子 

からは SPB0DTビットで設定したレベルが出力されます。 

 

 




